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8-1 共通操作 

 

財務分析メニューには以下のような共通機能・設定があります。 

※すべての項目が全メニューで表示するわけではありません。 

 

全項目とも随時変更可能です。「純売上高」「売上原価」等の集計科目は、【初期(S)】－【科目設定

(3)】の分類に従って集計されます。また、科目ごとに集計・表示される表の科目名および科目順は、

【初期(S)】－【科目設定(3)】の試算表 A4 印刷設定に従います。 

 

共通項目 

 

■期間選択 

分析帳票を作成する期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定し

ます。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで、登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通

部門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 
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■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理区分」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

 

■年度選択 

「当期」「前期」「前々期」から帳票を表示する年度を選択します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■F2:表示設定 

金額単位とグラフの表示設定を行います。 

 

 

 

 

単位 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円

単位」を選択した場合は、千円未満の端数処理を「切り

捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

種類 リストからグラフの種類を選択します。 

3 次元効果 「種類」で立体グラフを選択した場合のグラフの角度を設

定します。 

背景色 グラフの背景色を設定します。 

文字色 グラフ内の文字色を設定します。 

文字サイズ リストからグラフ内の文字サイズを選択します。 

グリッド線 リストからグラフ内の目盛線（グリッド線）の入れ方を選択

します。（X 軸は縦を、Y 軸は横を表します。） 

グラフ色 1～4 グラフの色を設定します。 
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■F3:元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■F5：月計表 

選択科目の科目残高月計表へジャンプする場合に使用します。 

 

■F8:印刷 

財務諸表関連メニューとグラフ関連のメニューによって[印刷設定]画面が異なります。 

財務諸表関連メニューの印刷設定画面 

 

グラフ関連メニューの印刷設定画面 

 

 

 

印刷形式 「全科目」「定形」から選択します。選択する印刷形式によって帳票選択欄が

変わります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

帳票選択 出力する帳票を選択します。印刷形式が「全科目」の場合は「貸借対照表」

「損益計算書」のみ、「定形」の場合は全て選択可能です。「製造原価報告

書」は【初期(S)】－【基本設定(1)】の製造原価タブにある「製造原価報告書を

印刷する」にチェックが付いている場合に表示されます。 

用紙選択 「A3」「A4（縮小）」または「A4」「A3（拡大）」から選択します。 

明細行幅 印刷形式が「全科目」の場合に選択できます。１ページの印刷行数を「広い」

（40 行）・「標準」（50 行）・「狭い」（65 行）から選択します。 

プレビュー 選択帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報

は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

Excel 選択帳票を Excel にコピーする場合に使用します。 
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8-2 損益分析シミュレーション 

 

【分析（A）】－【損益分析シミュレーション（1）】 

損益分岐点と売上高、固定費、変動費、総費用等の期間実数値より、目標売上・目標利益等の 

シミュレーションを行うことができます。 

 

 

 

上表に期間実数値が表示されます。「変動費」「固定費」は、【初期(S)】－【科目設定(3)】の固定・変

動区分でそれぞれ「変動」「固定」が選択されている科目が集計されます。 

 

 

シミュレーション方法 

①どの値を使ってシミュレーションを行うか、「期間実績」「期間予算」「損益分岐点」から選択します。 

②選択した基準値より画面左下のシミュレーション枠に値がセットされます。 

③売上高、変動費率、限界利益、固定費率、営業利益の値を変更します。 

④値を変更するとシミュレーションされ、同時に右側のグラフも再作成されます。 
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8-3 月次比較損益構成グラフ 

 

【分析（A）】－【月次比較損益構成グラフ（2）】 

損益構成の月次比較のグラフを参照します。 

 

 

 

■グラフ表示 

「12 ヶ月」を選択すると横軸を 12 ヶ月分取ります。「指定月」を選択すると、横軸は期間選択で指定し

た月数分となります。 
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8-4 ３期比較損益構成グラフ 

 

【分析（A）】－【3 期比較損益構成グラフ（3）】 

3 期比較の損益構成グラフを参照します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－【環境設定を開く（E）】の

出力設定タブで変更できます。 
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8-5 ３期比較科目別推移グラフ 

 

【分析（A）】－【3 期比較科目別推移グラフ（4）】 

科目または集計科目の推移を当期、前期、前々期で比較します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－

【環境設定を開く（E）】の出力設定タブで変更できます。 

 

 

■科目分類 

「集計項目」「勘定科目」をリストから選択します。「集計項目」を選択すると、「科目」欄のリストには

「純売上高」から「経常利益」までの集計項目が表示されます。「勘定科目」を選択すると、「科目」欄

のリストには、【初期（S）】－【科目設定（3）】で「使用する」設定になっている科目が表示されます。 

 

■科目 

「科目分類」欄で「集計項目」を選択した場合は、「純売上高」から「経常利益」までの集計項目が表

示されます。「科目分類」欄で「勘定科目」を選択した場合は、【初期（S）】－【科目設定（3）】で「使用

する」設定になっている科目が表示されます。 

 

■グラフ表示 

「12 ヶ月」を選択すると横軸を 12 ヶ月分取ります。「指定月」を選択すると、横軸は期間選択で指定し

た月数分となります。 
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8-6 ３期比較経営分析表 

 

【分析（A）】－【3 期比較経営分析表（5）】 

3 期比較で経営状態を「収益力」「活動性」「安全性」「費用効率」「生産性」の 5 つの角度から分析し、

利益率や回転数を自動計算して経営分析表を作成します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－【環境

設定を開く（E）】の出力設定タブで変更できます。 

 

 

 

■集計科目登録 

経営分析に必要な集計科目を定義します。ボタンを押すと[集計科目の登録]画面が表示されます。 
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■従業員数登録 

3 期における各月の従業員数を登録します。ボタンを押すと[従業員数の登録]画面が表示されま

す。 

 

 

■計算式 

[収益力] 

売上総利益率＝売上総利益÷純売上高× 100 

売上高営業利益率＝営業利益÷純売上高× 100 

売上高経常利益率＝経常利益÷純売上高× 100 

総資本営業利益率＝営業利益×（12 ÷Ｎ）÷総資本× 100 

総資本経常利益率＝経常利益×（12 ÷Ｎ）÷総資本× 100 

自己資本経常利益率= 経常利益×（12 ÷Ｎ）÷自己資本× 100 

 

[活動性] 

総資本回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷総資本 

総資本回転日数＝ 365 ÷総資本回転率 

流動資産回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷流動資産計 

流動資産回転日数＝ 365 ÷流動資産回転率 

固定資産回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷固定資産計 

固定資産回転日数＝ 365 ÷固定資産回転率 

受取債権回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷（受取手形＋売掛金） 

受取債権回転日数＝ 365 ÷受取債権回転率 

支払勘定回転率＝仕入高×（12 ÷Ｎ）÷（支払手形＋買掛金） 

支払勘定回転日数＝ 365 ÷支払勘定回転率 
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[安全性] 

流動比率＝流動資産計÷流動負債計× 100 

当座比率＝当座資産計÷流動負債計× 100 

固定長期適合率＝固定資産÷（総資本－流動負債）× 100 

自己資本対固定資産率＝固定資産÷純資産の部計× 100 

自己資本比率＝純資産の部計÷総資本× 100 

損益分岐点売上高＝固定費÷（１－変動費÷純売上高） 

 

[費用効率] 

売上高対支払利息比率＝（支払利息割引料－受取利息割引料）÷純売上高× 100 

売上高対販管費比率＝販売費一般管理費÷純売上高× 100 

売上高対人件費比率＝人件費÷純売上高×100 

人件費計合計＝人件費合計 

従業員延人数＝指定期間の従業員延べ人数 

 

[生産性] 

付加価値＝（純売上高－（売上原価－当期製造原価＋材料費＋外注加工費）） 

労働分配率＝人件費÷付加価値 

一人当たり売上高＝純売上高÷延べ従業員数 

一人当たりに人件費＝人件費÷延べ従業員数 

一人当たり販管費＝販管費÷延べ従業員数 

一人当たり経常利益＝経常利益÷延べ従業員数 

一人当たり資本集約度＝総資本÷（延べ従業員数÷Ｎ） 

一人当たり労働装備率＝（有形固定資産－建設仮勘定）÷（延べ従業員数÷Ｎ） 

 

※Ｎは期間選択における選択月数です。 

 

■動向 

収益力、活動性、安全性、生産性 費用効率 

～99％ 注意 

99～105％ 表示なし 

106％～ 良好 

～99％ 良好 

99～105％ 表示なし 

106％～ 注意 
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8-7 総合比較損益計算書 

 

【分析（A）】－【総合比較損益計算書（6）】 

選択期間の累計額を前期と比較します。また、各月の発生額が表示されます。集計された金額から

元帳にジャンプして明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度

元帳へジャンプすることも可能です。  
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8-8 予実対比損益計算書 

 

【分析（A）】－【予実対比損益計算書（7）】 

選択期間の予算と実績を比較し、比率を参照します。予算は【分析（A）】－【予算登録（F）】で登録し

ます。集計された金額から元帳にジャンプして明細を確認することができます。 
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8-9 予測損益計算書 

 

【分析（A）】－【予測損益計算書（8）】 

実績月を指定すると、翌月以降を「移動平均法」「前年対比」「増減率」「予算」の 4 種類の予測方法

で予測・シミュレーションをします。予測値は手入力で修正できます。 

 

 

 

■実績月 

実績の最終月を選択します。指定月以降が予測対象期間となります。 

 

■予測方法 

会計期間が 1～12 月で実績月を 3 月とした場合、4 月以降を以下の 4 種類の方法で予測します。 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

当年 a b c d e f g h i j k l 

前年 あ い う え お か き く け こ さ し 

 

【移動平均法】 

前 3 ヶ月の平均値を当月の予測値とします。 

4 月の予測値 d＝（a + b + c）÷3 



第 8 章 財務分析 

283  

5 月の予測値 e＝（b + c + d）÷3 

6 月の予測値 f＝（c + d + e）÷3 

 

【前年対比】 

前年と当年の期首月から指定月までの累計金額の比率に、前年の数値を乗じた結果を当年の予測

値とします。 

（a + b + c）÷（あ+い+う）＝Ｙ 

4 月の予測値 え×Ｙ 

5 月の予測値 お×Ｙ 

6 月の予測値 か×Ｙ 

 

【増減率指定】 

[増減率の入力]画面に設定した増減率に、前年の数値を乗じた結果を当年の予測値とします。 

設定した増減率＝Ｚ 

4 月の予測値 え×Ｚ 

5 月の予測値 お×Ｚ 

6 月の予測値 か×Ｚ 

 

【予算】 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】で登録した値を予測値とします。 

 

■直接入力する 

予測値を手入力する場合にチェックを付けます。手入力後にメニューを閉じる時に手入力値の保存

確認画面が表示されます。 

 

■科目計算方法 

科目と補助を別に予測する場合は「個別」を、補助の予測の合計を科目の予測とする場合は「積上」

を選択します。 

 

■F7：復元 

保存済みの手入力予測値を復元する場合に使用します。 
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8-10 月次比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【月次比較財務諸表（9）】 

残高の推移が月別に集計・表示されます。当期、前期、前々期でそれぞれ貸借対照表、損益計算

書の月次比較が確認できます。集計された金額から元帳にジャンプして明細を確認することができ

ます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプすることも可能です。 
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8-11 ３期比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【3 期比較財務諸表（Ａ）】 

選択期間の当期、前期、前々期残高が表示されます。貸借対照表、損益計算書を構成比、増減額、

前期比、当期期首からの増減率で比較参照できます。集計された金額から元帳にジャンプして明細

を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプすること

も可能です。 
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8-12 部門比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【部門比較財務諸表（Ｂ）】 

選択期間の貸借対照表、損益計算書を部門別に参照します。集計された金額から元帳にジャンプ

して明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプ

することも可能です。 

 

 

 

■部門選択 

メニューを開く時に必ず表示されます。表示する部門および部門グループを選択します。選択パタ

ーンの保存や、部門表示順の調整をすることができます。一枚に印字される部門は最大 13 部門（共

通部門含む）です。 
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8-13 支店比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【支店比較財務諸表（Ｄ）】 

選択期間の貸借対照表、損益計算書を支店別に参照します。集計された金額から元帳にジャンプ

して明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプ

することも可能です。 

 

 

 

■支店選択 

メニューを開く時に必ず表示されます。表示する本支店および本支店グループを選択します。選択

パターンの保存や、本支店表示順の調整をすることができます。一枚に印字される本支店は最大 13

支店です。 
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8-14 資金繰実績表 

 

【分析（A）】－【資金繰実績表（Ｃ）】 

入力した仕訳データに基づいて月単位に集計された資金繰りの実績が表示されます。 

 

 

 

■期間選択 

集計する期間を選択します。必ず期首月から集計します。 

 

集計対象について 

資金繰実績表は【初期（Ｓ）】－【科目設定（3）】で勘定科目ごとに設定した「借方資金繰」「貸方資金

繰」に従って集計されます。相手科目の資金繰項目が「99：流動性現預金」の場合に、自科目の資

金繰項目に金額が集計されます。 

 

例 

科目設定で「現金」に「99：流動性現預金」、売上に「11：現金売上」と設定している場合 

借方「現金」／貸方「売上」という仕訳を入力すると、資金繰実績表の資金繰項目「現金売上」に金額

が反映します。 
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8-15 比較推移表 

 

【経営羅針盤（R）】－【比較推移表（3）】 

任意の項目を比較しながら 12 ヶ月間の月次推移を確認します。科目ごとに最大で 3 段に分けて任

意の項目を割り当てられます。上段・中段には「当期」「前期」「前々期」「予算」、下段にはさらに「差

額」「比率」の指定ができます。最大 10 パターンの帳票を作成できます。集計された金額から元帳に

ジャンプして明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へ

ジャンプすることも可能です。 

 

 

 

■帳票選択 

リストから画面に表示する帳票を選択します。 

 

■帳票の登録 

比較推移表のレイアウトを変更する場合や、新たな帳票を作成する場合に使用します。ボタンを押

すと[比較推移表の登録]画面が表示されます。 
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タイトル 比較推移表タイトルを全角 15 文字以内で設定します。既存の名前を変更し

て「推移表保存」または「OK」を押すと新しい帳票として追加されます。 

帳票選択 作成する帳票を選択します。 

集計区分 残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

残高欄 「上段」「中段」「下段」に比較対象項目を設定します。上段・中段には「当期」

「前期」「前々期」「予算」、下段にはさらに「差額」「比率」の指定ができます。

「差額」とは「上段」-「中段」、「比率」とは「上段」÷「中段」×100 です。 

推移表保存 推移表の設定を保存する場合に使用します。 

推移表削除 登録済みの推移表を削除する場合に使用します。 

 

■期間選択 

比較推移表を表示する期間を選択します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 
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■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通部

門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理区分」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

 

■F2：表示設定 

金額単位とグラフの表示設定を行います。 

 

 

 

 

単位 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円

単位」を選択した場合は、千円未満の端数処理を「切り

捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

種類 リストからグラフの種類を選択します。 

3 次元効果 「種類」で立体グラフを選択した場合のグラフの角度を設

定します。 

背景色 グラフの背景色を設定します。 

文字色 グラフ内の文字色を設定します。 

文字サイズ リストからグラフ内の文字サイズを選択します。 

グリッド線 リストからグラフ内の目盛線（グリッド線）の入れ方を選択

します。（X 軸は縦を、Y 軸は横を表します。） 

グラフ色 1～4 グラフの色を設定します。 
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■F3：元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■F5：月計表 

選択科目の科目残高月計表へジャンプする場合に使用します。 

 

■F8：印刷 

選択中の帳票を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]画面が表示されます。 

 

印刷形式 「全科目」の指定となります。 

用紙選択 「A3」「A4（縮小）」から選択します。 

帳票選択 出力する帳票を選択します。 

部門選択 部門管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する部門を選択し

ます。「全部門合計」を選ぶと全社の帳票を作成できます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

明細行幅 １ページの印刷行数を「広い」（40 行）・「標準」（50 行）・「狭い」（65 行）から選

択します。 

補助科目行 補助科目行の色指定を変更する場合に使用します。「区別なし」「文字色を

変更」「背景色を変更」から選択します。 

プレビュー 選択帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報

は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

Excel 選択帳票を Excel にコピーする場合に使用します。 
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8-16 過年度残高登録 

 

【分析（A）】－【過年度残高登録（Ｅ）】 

前期、前々期の各月末残高を登録します。期中開始の場合は開始月の前月までの残高を登録しま

す。補助や部門の設定がある場合は、それぞれを単位として残高を登録します。 

残高を登録することにより、二期比較試算表などの過年度比較帳票が作成できます。 

仕訳取込を行うと、分析帳票・仕訳帳・元帳から前期・前々期の仕訳明細が確認できるようなります。

仕訳取込実行後は整合性を保つため残高の手入力は不可となります。 

最終列の残高は期首残高に連動しています。 

 

 

 

■年度 

残高を登録する年度を選択します。期中開始データの場合は「当期」も表示されます。 

 

■過年度期首 

前期・前々期の期首月を変更する場合に使用します。 

 

 

 



第 8 章 財務分析 

294  

■期末繰越 

前々期末と前期首、前期末と当期首の整合性を取る場合に使用します。前々期表示中に

ボタンを押すと、最終列の値が前期の１列目にセットされます。前期表示中にボタンを押す

と、最終列の値が【初期(S)】－【開始残高登録(4)】にセットされます。 

 

■仕訳取込 

前期・前々期の仕訳を取り込む場合に使用します。ボタンを押すと[過年度明細の取り込み]画面が

表示されます。 

 

■仕訳クリア 

当期データに取り込まれている前期・前々期の仕訳を削除する場合に使用します。 

 

■みなし残高 

税込残高から税抜残高を作成する場合、又は税抜残高から税込残高を作成する場合に使用します。

ボタンを押すと確認画面が表示されます。「みなし残高を計算して登録を行う。」にチェックを付け

「OK」ボタンを押して実行します。現在表示されている消費税区分（税込／税抜）がみなし計算され

る対象になります。税込残高から税抜残高をみなし計算する場合は消費税区分を「税抜」に、税抜

残高から税込残高をみなし計算する場合は消費税区分を「税込」にして実行します。 

 

■横に移動／縦に移動 

カーソル移動の方向を選択します。ボタンを押すと切り替わります。 

 

■F2：ゼロクリア 

科目名をクリックすると表示されます。登録した残高を一括で削除する場合に使用します。 

 

■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

過年度残高確認表を印刷する場合に使用します。「発生」を選択している場合は「過年度発生残高

リスト」、「累計」を選択している場合は「過年度累計残高リスト」が印刷されます。 
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8-17 予算登録 

 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】 

損益科目に対して予算を登録します。補助や部門の設定がある場合は、それぞれを単位として残高

を登録します。登録した予算は【分析（A）】－【予実対比損益計算書（7）】や【経営羅針盤（R）】－【予

実対比変動損益計算書（2）】に反映します。 

 

■横に移動／縦に移動 

カーソル移動の方向を選択します。ボタンを押すと切り替わります。 

 

■F2：ゼロクリア 

科目名をクリックすると表示されます。登録した残高を一括で削除する場合に使用します。 

 

■F3：実績値 

 

前年実績×増減率で予算を登録します。ボタンを押すと[対前年実績

比の入力]画面が表示されます。選択科目（複数可）か全科目に対して

一律に設定することも可能です。 

 

 

 

 

■F4：年間予算 

 

選択科目（複数不可）に 1 年間の予算を設定する場合に使用します。

ボタンを押すと[年間予算]画面が表示されます。按分方法として「均等」

「前年実績」が選択できます。 
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8-18 全科目データ出力 

 

【分析（A）】－【全科目データ（G）】 

選択期間の全科目の月末残高を集計し、Excel へ連動します。科目の使用設定に関係なく全ての科

目が対象となりますので、Excel 側ではレイアウトが固定され、オリジナル分析帳票を作成することが

できます。 

 

 

 

■年度 

「前々期」「前期」「当期」「予算」から選択します。 

 

■BS発生、BS累計、PL 発生、PL 累計 

チェックを付けた帳票が画面上に表示されます。 

 

■F7：クリップボード 

クリップボードへコピーする場合に使用します。 

 

■F8：Excel 

全科目データを Excel へ連動する場合に使用します。
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